
令和７年４⽉公表
教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー）

1 多様化・複雑化する社会を理解する⼒ 1
⼼理⽀援に関連する分野の法律・制度、職業倫理に
ついての知識を有している。

2 “⽣きること”につながる専⾨性 2
⼼理⽀援に関する理論、専⾨的知識、アセスメント
技能を習得し応⽤することができる。

3 ⾃他を尊重する姿勢 3
守秘義務の倫理を遵守し、多様性を尊重し、個別性
を重視することができる。

5 逆境や困難に対応するしなやかな姿勢 5
スーパービジョンを通して反省的実践を⾏うことが
できる。

6 論理的に考え伝える⼒ 6
課題を設定し、適切な⽅法を選択し、計画を⽴案・
実践することができる。

8 多様な⼈々と協働する⼒ 8
⽀援を要する⼈およびその関係者とのラポールの形
成、多職種との連携を適切に⾏うことができる。

⼊学者受⼊れの⽅針（アドミッション・ポリシー）

姿勢

⾏動

臨床⼼理学専攻（修⼠課程）
卒業認定・学位授与の⽅針（ディプロマ・ポリシー）

 武庫川⼥⼦⼤学⼤学院⽂学研究科臨床⼼理学専攻修⼠課程では、本学の定める修業年限以上在学
し、所定の履修 ⽅法に従って 30 単位以上を修得し、「MUKOGAWA COMPASS」に基づく次の資
質・能⼒を⾝につけたうえで、論⽂審査および試験に合格した者に 対して、課程修了を認定し、修⼠ 
(臨床⼼理学) の学位を授与します。

 武庫川⼥⼦⼤学⼤学院⽂学研究科臨床⼼理学専攻修⼠課程では、本専攻の
定めるディプロマ・ポリシーを達成するために、次のような⽅針に基づき、
カリキュラムを編成します。

１．⾃らの専⾨領域や分野の専⾨的な知識や⽅法論だけでなく、関連領域に
ついて幅広く体系的に学びます。さらに、⼼理に関する⽀援・援助を必要と
する⼈に対して、相談に応じ、助⾔や指導を⾏うことのできる⼼の専⾨家と
しての臨床実践能⼒と研究能⼒を養成する科⽬を配置します。
２．論理的思考⼒、問題解決⼒、コミュニケーション能⼒、課題探求⼒、表
現能⼒などの諸能⼒を習得するために、実践的な講義科⽬や演習・実習科⽬
を配置します。
３．習得した知識やスキルを活⽤し、⼼の専⾨家としての臨床実践能⼒だけ
でなく、研究者としての能⼒を育成するために、修⼠論⽂を必修として、研
究倫理および研究⽅法の習得を⽬標とした臨床⼼理学的意義がある論⽂作成
のための科⽬を設置します。

 本専攻では、所定の授業科⽬を修得することで、公認⼼理師国家試験受験
資格の取得が可能となる教育課程を編成します。
 教育課程では、講義のみならず、個別発表やグル−プディスカッション、
実践的演習、⼼理臨床実習（学内実習、学外実習）におけるケースの担当と
スーパービジョンなどの教育⽅法を活⽤し、主体的で実践的な学修を通じた
理解を深めます。
 教育課程における学修の評価については、１年次に実施される中間報告
会、修了年次に提出する修⼠論⽂、修了年次に実施される最終審査会（⼝頭
試問）での発表内容および質疑応答、ならびにケース検討会における発表内
容やケース報告書の記載内容をもって、教育課程を通じた学修成果の総括的
評価を⾏います。

知識

武庫川⼥⼦⼤学⼈材育成⽅針
「MUKOGAWA COMPASS」の3要素

（知識・姿勢・⾏動）および8項⽬

MUKOGAWA COMPASSに対応する
ディプロマ・ポリシーの項⽬

 武庫川⼥⼦⼤学⼤学院⽂学学研究科臨床⼼理学専攻修⼠課程では、「⽴学
の精神」と「MUKOGAWA COMPASS」に共感し、これらに基づいた、本専
攻のディプロマ・ポリシー  (卒業認定・学位授与の⽅針) を理解したうえで、
本専攻のカリキュラム・ポリシー (教育課程編成・実施の⽅針) に則した教育
課程を学ぶために必要な、以下に掲げる学⼒と意欲を有する⼈の⼊学を受け⼊
れます。

武庫川⼥⼦⼤学⼈材育成⽅針
「MUKOGAWA COMPASS」の3要素

知識
社会を理解し、臨床⼼理学に関する⾼度な研究能⼒を⾝につけるために
必要な基礎学⼒を有している。

姿勢

⾃他を尊重し、失敗を恐れず挑戦するしなやかな姿勢を⾝につける意欲
を有している。

研究遂⾏および臨床実践のための倫理観を有している。

⾏動

⾃ら考えて表現すること、新たな価値を創造し、多様な⼈々と協働する
ことへの意欲を有している。

⼼理学およびその近接領域における⾼度な専⾨知識と実践能⼒を兼ね備
えた⼼理専⾨職として、社会に貢献しようとする意欲を有している。

4 失敗を恐れず挑戦する姿勢 4
資質や技能の向上のために、必要な課題に取り組む
ことができる。

7 7新たな価値を創造する⼒
⾃ら問題を発⾒し、問題解決を適切に⾏うための提
案・発信ができる。


